
  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

eスポーツ大会 

 今年もeスポーツ大会が行われました。４年目となる今年は新たな種目「どうぶつタワーバトル」

「グルーヴコースター２」が加わり、また「LuckyDraw」をリアルタイム開催で行いました。昨年度

取り組んだ種目に再び挑戦したり、新しい種目に挑戦したりなど、児童生徒がそれぞれ思いをもって

全員エントリーしました。それぞれの種目の様子を簡単にお伝えします。 

 まずはプログラミングロボット相撲「プロロ」です。今年はチーム戦となり、クラスや同じ学部の

仲間、担任の先生とチームを組み、それぞれユニークなプログラムを作りました。試行錯誤しながら

自分でプログラムを組んだり、プロロの動きを絵に描き、それを教員がプログラムにしたりとどのチ

ームも一丸となって取り組みました。今年も数々の名勝負が生まれました。 

 次にVRリズムゲーム「BeatSaber」です。大人でも難しいリズムゲームに生徒、教員が参加して、

楽しい雰囲気で取り組めました。リズムに合わせてコントローラを操作したり、迫りくる壁をよけた

りと、VRならではのダイナミックな動きがたくさん見られました。 

 次にガラガラ抽選ゲーム「LuckyDraw」です。これまで録画した映像での対戦でしたが、今年はリ

アルタイムで対戦を行いました。病棟や家庭で訪問学習を受けている児童生徒ともオンラインで繋が

り、学校のみんなが応援する中で楽しく取り組みました。 

 次に視線入力ゲーム「対戦ぬりえ」です。視線入力装置を使って、目の動きでぬりえをしました。

まだぬっていない部分を、目をいっぱい動かして探し、自分の色でたくさん塗りました。オンライン

からも会場からも多くの声援が聞こえて、とても温かい雰囲気の中での取組となりました。 

次に積みゲーム「どうぶつタワーバトル」です。犬や馬、キリン、象等さまざまな可愛い動物が登

場しますが、児童生徒は真剣そのものでした。崩さないように気を付けながら、動物を回転させたり、

配置を考えたりして上に積み上げました。 

 最後にリズムゲーム「グルーヴコースター２」です。リズムに合わせてタブレット端末をタップし

て、高得点を狙いました。他の種目とは違ってプレイ中周りは静寂でした。緊張感のある中で児童生

徒は最高のパフォーマンスを発揮しました。 

 児童生徒はそれぞれＩＣＴ機器を存分に活用して種目に取り組みました。決勝の様子はオンデマン

ドで配信しますので、是非ご覧ください！ 

 

学生のみなさんが学校見学 

６～７月に、岐阜大学医学部の学生や岐阜聖徳学園大学の特別支援教育課程の学生、看護学部の学

生が分散して１３日間、合計で１００名程度が学校見学のため来校されました。 

学校紹介ビデオで概略を視聴した後、授業を参観し、そして授業に参加して実際に児童生徒と交流

をもちました。児童生徒のみなさんは、日頃の活動を目の動きや笑顔で説明していました。あるクラ

スでは自己紹介をし合い、共通の“推し”の話題等に大盛り上がりでした。 

学生のみなさんの感想をごく一部ですが、ご紹介します。「生徒さんと話ができ、来てよかった」

「お互いに目を見て話した」「いろんな食事形態の子がいる」「教師だけでなく看護師がいる、協力

している」「医療的ケアの手順書が一律ではなくひとりひとりにあり、印象に残った」等、様々な視

点からの感想でした。授業中一緒に過ごし、興味あることをそれぞれの伝え方で伝え、伝わり、お互

いに有意義な時間になったと思います。                        教頭 



 

 

 

 

学校ＨＰはこちら。 

本号もカラー画像で

ご覧頂けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 予     定 

１８ 日 同窓会懇親会：オンライン14:30～15:30 

２２ 木 部懇談13:00～14:00 

小学部 「わくわくタイム」 

                               

 

 

 

 

 

 

                               

中学部「部集会」 

中学部でも年間を通して、部集会を行っています。オンラインで学校と 

岐阜県総合医療センターすこやか、長良医療センターとを繋ぎ、仲間と一 

緒に活動に取り組んでいます。 

 ７月１０日（水）に夏休み前の部集会を行いました。生徒会で頑張った 

ことや授業で作った制作物、動画等それぞれの生徒が４月から頑張ってき 

たことや楽しかったことを発表しました。 

発表が終わるごとに拍手や「すごーい」という感想を聞くことができ、 

仲間の頑張った姿を中学部のみんなで共有し、お互いの良さを認め合うことができました。 

高等部「社会見学」   

７月１０日（水）に岐阜地方裁判所へ行きました。始めに 

刑事裁判を傍聴しました。検察官がいつどのようなことが 

あったのかを述べたり、弁護人から被告人に様々な質問を 

したりしていてピリッとした雰囲気でした。被告人の家族も 

呼ばれていて、家族のことや事件の時の様子などを聞かれて 

いてなんだか気の毒だなと思いました。 

次に使われていない法廷で法服を着て、裁判官席や被告人席に座るという体験をさせていただきまし

た。法服は着物のような袖になっており、思った以上に軽かったです。裁判官席に座ると全体を見下ろす

感じがしたし、被告人席に座ると上からの威圧感がありました。裁判について以前より興味をもつことが

でき、いい勉強になりました。 

 

 

小学部では年間を通して、部集会「わくわくタイム」を行い、

交流活動をしています。 

「わくわくタイム」の日には、学校で過ごしている児童も、

自宅や岐阜県総合医療センターすこやかで過ごしている児童

も、オンラインを活用して繋がり、様々な活動に取り組みます。 

７月は「さかな」「たこ・かに」の２つのグループに分かれ、

製作活動をしました。「ここまでできたよー！」「見せて！」

と声を掛け合ったり、作品を見せ合ったりしながら、楽しい時

間を過ごしました。 

 完成した海の生き物たちは、「わくわくシーワールド」とし

て廊下の小学部の掲示に大集合しました。 

 

 

 


